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■2025年度に当社が目指す姿

■CSV×DXとは

■基本戦略

CSV×DXを通じて、
お客さま・地域・社会の未来を支えつづける
先進性・多様性・地域密着を進展させ、迅速・柔軟・果敢にチャレンジ

まだ誰も知らない安心を、ともに。

シーエスブイ　　バイ  ディーエックス

Creating Shared Value（社会との共通価値の創造）
⇒事業を通じて社会課題を解決することから生まれる「社会価値」と「企業価値」を両立させること。
DX : デジタルトランスフォーメーションの略語。データやデジタル技術を活用し、価値提供を変革させること。

デジタル・データ活用などにより保険事業を新たな価値にシフトすることで、
お客さま・地域・社会とともに、社会・地域課題の解決を目指す

社会・地域にグローバルで
貢献しながら、

当社も持続的成長を実現

保険事業が持つ新たな価値（＝機能）

未然に防ぐ 補償（基本機能） 影響を減らし、
回復を支援する

ともに
よりよい未来へ

リスクを見つけ伝える 経済負担を小さくする

さらに

リスクの発現を防ぐ
影響を小さくする

デジタル技術や蓄積したデータ・ノウハウの活用、特色あるパートナーとの協業

取組みで得られたデータやノウハウなどをもとに、新たな価値創造の連鎖へ

CSV×DXの推進
MS&ADグループ

レジリエントで
サステナブルな
社会を支える企業
グループの実現

サステナビリティへの取組み強化
カーボンニュートラル実現に向けた取組み

既存事業の進展

グループシナジーの発揮（１プラットフォーム戦略の推進等）

地域密着
本業を通じて
お客さまとともに
社会・地域課題を

解決

多様性
お客さま・地域・社会
アライアンス先との

つながり
を拡大

先進性

最先端かつ独自
戦略の拡充基

本
戦
略

経営基盤の強化（人財・品質・コンプライアンス・ERM）

当
社
が
目
指
す
姿
の
実
現

経営理念（ミッション）
経営ビジョン

行動指針（バリュー）
の実現

あいおいニッセイ同和損保の中期経営計画（2022-2025）
当社では、MS＆ADインシュアランス グループの中期経営計画を踏まえ、2022～2025年度の4ヵ年の中期経営計画
を策定しています。


